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第
75
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た 

清
水 

莉
緒
さ
ん
に
、
思
い
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

 

母
が
教
え
て
く
れ
た

「
つ
な
が
り
」
の
大
切
さ 

　
清
水
さ
ん
の
父
は
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更

生
を
支
え
る
「
保
護
司
」
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
あ
る
日
、
家
を
訪
ね
て
き
た
見
知
ら
ぬ
人

へ
の
母
の
対
応
を
通
じ
て
、清
水
さ
ん
は「
つ

な
が
り
の
大
切
さ
」
を
学
び
ま
し
た
。

「
話
を
し
て
つ
な
が
り
を
感
じ
る
だ
け
で
、

相
手
の
心
の
安
心
に
な
る
」

　
そ
の
教
え
を
胸
に
、
清
水
さ
ん
は
偏
見
を

持
た
ず
、
ま
ず
は
相
手
を
知
ろ
う
と
耳
を
傾

け
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。
た

と
え
小
さ
な
関
わ
り
で
も
、
確
か
に
生
ま
れ

る
そ
の
「
つ
な
が
り
」
こ
そ
が
、
時
に
誰
か

を
救
う
力
に
な
る
の
で
す
。

 

「
保
護
司
」
と
い
う
存
在 

　
今
回
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
清
水
さ
ん

は
「
保
護
司
」
の
活
動
に
つ
い
て
調
べ
、
驚

き
と
尊
敬
の
念
を
抱
い
た
と
い
い
ま
す
。

「
更
生
を
目
指
す
人
の
心
に
寄
り
添
い
、
人

生
の
相
談
に
乗
る
。
そ
の
献
身
的
な
姿
を
知

り
、
父
と
い
う
存
在
を
心
か
ら
誇
ら
し
く
思

い
ま
し
た
」

 

「
想
像
力
」
が
、

誰
か
の
明
日
を
明
る
く
す
る 

「
人
と
接
す
る
時
、
先
入
観
で
相
手
を
決
め

つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

相
手
に
ど
ん
な
背

景
が
あ
る
の
か
と
想
像
す
る
こ
と
。
そ
れ
が

思
い
や
り
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
」

　
私
た
ち
が
目
に
し
て
い
る
の
は
、
相
手
の

ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。清
水
さ
ん
は
、

「
そ
の
人
自
身
」
を
見
て
接
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
身
近
な
人
へ
の
接
し
方
か
ら
、

一
緒
に
意
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

　
こ
の
真
っ
直
ぐ
な
問
い
か
け
が
、
今
、
私

た
ち
の
心
に
温
か
く
響
き
ま
す
。

 

保
護
司
で
あ
る
と
い
う
こ
と 

　
副
会
長
の
武
田
さ
ん
は
、
面
接
の
日
の
心

境
を
こ
う
明
か
し
ま
す
。

「
長
年
や
っ
て
い
て
も
、
面
接
の
日
の
朝
は

『
き
ち
ん
と
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
』『
ど
ん

な
風
に
過
ご
し
て
い
た
か
な
』
と
色
々
な
こ

と
を
考
え
ま
す
」

　
見
守
る
対
象
の
方
の
中
に
は
、
心
を
開
い

て
も
ら
え
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
人
も
い
ま

す
。
交
わ
し
た
約
束
を
、
必
ず
し
も
守
っ
て

も
ら
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、 

「
担
当
に
な
っ
た
か
ら
に
は
見
捨
て
な
い
」

と
い
う
思
い
で
、
耳
を
傾
け
、
向
き
合
い
続

け
る
の
が
保
護
司
だ
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
、

真
っ
直
ぐ
向
き
合
う 

「
最
後
の
面
接
の
日
に
、『
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
瞬
間
が
う

れ
し
い
」

　
会
長
の
松
林
さ
ん
が
以
前
担
当
し
た
少
年

は
、
面
接
を
重
ね
る
中
で
進
学
を
決
意
し
、

見
事
合
格
し
て
保
護
観
察
期
間
を
終
え
ま
し

た
。
報
告
を
受
け
た
時
の
喜
び
は
、
何
物
に

も
代
え
が
た
い
も
の
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
対
象
者
は
み
ん
な
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
、
そ
の
人
に
向
き
合
い

接
す
る
。
保
護
観
察
期
間
が
終
わ
っ
た
後

は
、
保
護
司
か
ら
連
絡
を
と
る
こ
と
は
し
ま

せ
ん
。
で
す
が
、時
々
連
絡
を
も
ら
え
た
り
、

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
知
れ
た
時
は
心
底
う

れ
し
く
、
安
心
し
ま
す
ね
」

 
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に 

「
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
る
の
に
特
別
な
こ
と

な
ん
て
い
り
ま
せ
ん
」

　
松
林
さ
ん
は
そ
う
話
し
、挨
拶
と
い
う「
つ

な
が
り
」
が
孤
立
や
再
犯
防
止
の
支
え
に
な

る
と
語
り
ま
す
。
武
田
さ
ん
も

「
平
和
な
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
更
生
保
護
に

関
心
を
持
ち
、
温
か
い
社
会
を
作
る
仲
間
に

な
っ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
す
。

　
お
二
人
の
言
葉
に
あ
る
「
つ
な
が
り
」
は
、

地
域
の
誰
か
を
支
え
る
力
。
ま
ず
は
日
々
の

小
さ
な
挨
拶
か
ら
、
こ
の
ま
ち
を
明
る
い
未

来
へ
変
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

特集

思
い
や
り
で
、「
明
る
い
ま
ち
」
を
つ
く
る
。

第
75
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞　

日
本
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞　

受
賞

有
和
中
学
校
３
年　

清し

水み
ず 

莉り

緒お

さ
ん

一人ひとりの未来を信じて。
皆
さ
ん
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。 

こ
れ
は
、
力
を
合
わ
せ
て
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
、
明
る
い
ま
ち
を
作
り 

ま
し
ょ
う
」と
い
う
全
国
的
な
運
動
で
、
今
年
で
76
回
目
に
な
り
ま
す
。
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人

が
立
ち
直
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
人
の
理
解
や
見
守
り
も
と
て
も
大
切
で
す
。

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
強
調
月
間
。「
明
る
い
ま
ち
」
を
つ
く
る
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

保護司とは？
犯罪や非行をした人たちの立ち直りを
地域で支える「民間のボランティア」
です。法務大臣から委嘱された非常勤
の国家公務員ですが、給与は支給され
ません。

有
田
保
護
司
会

　
　

松ま
つ

林ば
や
し 

昭し
ょ
う

吾ご

会
長

有
田
保
護
司
会

　
　

武た
け

田だ 

尚な
お

幸ゆ
き

副
会
長

　「罪を犯した人の更生を支える」と

いう重要な役割を担う保護司。彼らを

突き動かしているのは、制度でも義務

でもない、一人ひとりへの深い愛情で

した。10 年以上活動を続けている

有田保護司会 会長の松林  昭吾さんと、 

副会長の武田  尚幸さんに、お話を伺い

ました。

第 75 回社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

作文コンテスト
入賞作品はこちらから

法務省「社会を明るくする運動」　中央推進委員会主催



　

昨
今
、
中
東
情
勢
の
影
響
等
に
よ
り
、
指
定

ご
み
袋
の
原
料
で
あ
る
ナ
フ
サ
の
供
給
不
足
が

懸
念
さ
れ
、
一
部
自
治
体
の
指
定
ご
み
袋
の
品

薄
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
必
要
と
な
る
指
定
ご
み
袋

の
在
庫
を
十
分
に
確
保
し
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
の
生
活
に
影
響
が
生
じ
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
安
心
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
安
定
的
な
供
給
体
制
を
維
持
し
て
い

き
ま
す
。
必
要
以
上
の
購
入
は
お
控
え
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

生
活
環
境
課　

℡
22-

３
５
６
５

お 

し 

ら 

せ

指
定
ご
み
袋
は
十
分
な
在
庫
量
を

確
保
し
て
い
ま
す

　

８
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
確

認
書
の
交
付
が
見
直
さ
れ
ま
す
。８
月
以
降
は
、

次
の
通
り
資
格
確
認
書
ま
た
は
「
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
」
の
い
ず
れ
か
を
、
７
月
初
旬
か
ら

順
次
郵
送
し
ま
す
。

85
歳
以
上
の
方

　

全
て
の
方
に
資
格
確
認
書
（
み
ず
色
）
が
交 

　

付
さ
れ
ま
す
。

84
歳
以
下
の
方

 

・
直
近
１
年
間
に
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が　

 
　

６
回
以
上
あ
り
、
か
つ
直
近
３
か
月
以
内
に 

　

利
用
し
て
い
る
方
は
「
資
格
情
報
の
お
知
ら 

　

せ
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

 

・
そ
れ
以
外
の
方
は
、
資
格
確
認
書
が
交
付
さ 

　

れ
ま
す
。

※
令
和
８
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得
等
に
よ 

　

り
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に
な
っ
て 

　

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
　
保
険
年
金
課　

℡
22-
３
５
０
４

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡
０
７
３-

４
２
８-

６
６
８
８

■
申
請
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る

と
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
申
請
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。

承
認
期
間　

７
月
～
翌
年
６
月
（
途
中
か
ら
の 

　

申
請
も
可
能
）

免
除
の
種
類　

全
額
免
除
、
一
部
免
除

※
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特
例
免
除
制

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
にご加

入
の
皆
さ
ま
へ

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

度
も
あ
り
ま
す
。
退
職
（
失
業
）
さ
れ
た
方
の

所
得
を
除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
申
請
に
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
、
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し

等
が
必
要
で
す
。

■
納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、 

　
「
も
し
も
」
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺 

　

族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り 

　

ま
す
。
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申 

　

請
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
国
民
年
金
手
続
の
電
子
申
請

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
「
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
」
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
の
資
格
取
得
・
種
別
変
更
、

国
民
年
金
免
除
・
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

の
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。
申
請
後
の
状
況
や

審
査
結
果
も
確
認
で
き
ま
す
。

問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
　
　

℡
０
７
３-

４
４
７-

１
６
６
０

　
　

保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
０
４

　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育
医
療
支
援

室
で
は
、
こ
ど
も
の
発
達
や
発
育
、
学
校
生
活
、

不
登
校
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
な
ど
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
「
言
葉
の
発
達
が
気
に
な
る
」「
学
校
に
行
き

づ
ら
い
」「
落
ち
着
き
が
な
い
」「
子
育
て
に
不

安
が
あ
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

相
談
費
用　

無
料

対
象　

新
生
児
か
ら
中
学
校
卒
業 

　

ま
で
の
こ
ど
も
・
そ
の
保
護
者

相
談
受
付　

平
日
９
時
～
17
時

利
用
方
法　

ま
ず
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

 

　

公
立
大
学
法
人
和
歌
山
県
立
医
科
大
学

　

小
児
成
育
医
療
支
援
室
（
病
院
棟
３
階
）

　

℡
０
７
３-

４
４
１-

０
８
２
６

問　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-

３
２
２
３

期
間　

７
月
１
日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
月
）　 

　

こ
の
時
期
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
ご
家
庭
で
の

声
か
け
や
、
地
域
で
の
見
守
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
合
言
葉

　

・
家
族
の
ふ
れ
あ
い

　

・
地
域
の
絆

　

・
安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く
り

推
進
機
関　

教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

有
田
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

こ
ど
も
の
発
達
や
子
育
て
の
悩
み
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
夏
の
こ
ど
も
を
守
る
運
動

■ごみ処理施設や収集車で火災事故が増えています！
　リチウムイオン電池は、モバイルバッテリーやスマートフォン、タブレッ
ト、携帯ゲーム機、電子たばこなど身の回りの様々な製品で使用されてい
ます。
　しかし、破損や変形により発火する危険性が高く、処理施設や収集車両
で発火した事例が多く報告されています。
　処理施設等で発火すれば、ごみの収集・処理が一時ストップしてしまい、
市民の皆様の生活に支障をきたすおそれがあるため、正しい廃棄にご協力
をお願いします。
※市指定ごみ袋や市が設置している使用済み電池回収缶には、絶対に入れ 
　ないでください。

■リチウムイオン電池（モバイルバッテリー）の処分先
●市内回収協力店
・ケーズデンキ有田店（糸我町中番 25）
　℡ 88-2228
・( 株 ) タマキ電器（宮原町滝川原 111）
　℡ 88-6006

※電池を使いきり、端子部分にテープを貼るなどして絶縁してください。

発火後のリチウムイオン電池

火災後の収集車

●市役所生活環境課の窓口、
　清掃センター（千田）
※メーカーが不明な物やバッテ 
　リーが膨張している等の理由で 
　回収協力店への引き渡しが難し 
　い場合

リチウムイオン電池(モバイルバッテリー）の処分方法　 　問　生活環境課　℡22-3565

人口　24,452 人（前月比 -67 人）
男　11,645 人　女　12,807 人
世帯数　11,576 戸

～有田市からのおしらせ～

Arida Information

人口・世帯数
【令和 8年 6月１日現在】

 
令
和
８
年
度

　
　
　
固
定
資
産
税
（
第
２
期
）

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
１
期
）

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
１
期
）

　
　
　
介
護
保
険
料
（
第
１
期
）

　
　
　
納
期
限
は
７
月
31
日
（
金
）
で
す
。

実
施
日
①　

８
月
２
日
（
日
）
８
時
～
９
時
受
付

　

申
込
み　

７
月
13
日
（
月
）
ま
で

実
施
日
②　

９
月
13
日
（
日
）
８
時
～
９
時
受
付

　

申
込
み　

８
月
24
日
（
月
）
ま
で

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。 

　

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

　

よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
健
診
会
場
で
野
菜
摂
取
レ
ベ
ル
が
分
か
る 

　
「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
®
」な
ど
の
測
定
が
で
き
ま
す
。

■
特
定
健
診
・
30
代
健
診

対
象　

今
年
度
30
～
74
歳
の
市
国
保
加
入
者

内
容　

問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・

　

尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

※
特
定
健
診
と
は
…
自
覚
症
状
の
な
い
生
活
習 

　

慣
病
の
サ
イ
ン
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の 

　

健
診
で
す
。

■
が
ん
検
診

対
象　

今
年
度
40
歳
以
上
に
な
る
市
民

※
受
診
で
き
る
検
診
は
、
が
ん
検
診
受
診
券
に 

　

記
載
し
て
い
ま
す
。

検
診
種
別　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・

　

乳
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
健
診

対
象　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

内
容　

問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・

　

尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

※
お
電
話
で
保
険
年
金
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
診
の
際
は
、
ピ
ン
ク
色
の
後
期
高
齢
者
医 

　

療
の
健
康
診
査
受
診
券
が
必
要
で
す
。

・
問　

保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
１
２

　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-

３
２
２
３

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
！

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
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保
険
料
は
、
被
保
険
者

に
等
し
く
負
担
い
た
だ
く

均
等
割
額
と
、
所
得
に
応

じ
て
決
ま
る
所
得
割
額
の

合
計
額
で
す
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
「
子

ど
も・子
育
て
支
援
金
制
度
」

が
開
始
し
、
保
険
料
と
合

わ
せ
て
負
担
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
全
世
代

で
支
え
合
う
仕
組
と
し
て

創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
国
の

「
子
ど
も
未
来
戦
略
」
に
基

づ
く
少
子
化
対
策
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

　

所
得
の
少
な
い
方
に
は
、

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ

た
軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
令
和
８
年
度
は
、
軽

減
割
合
の
引
き
上
げ
（
７
割
軽
減
）
と
対
象
範

囲
の
拡
大
（
５
割
・
２
割
軽
減
）
を
行
い
ま
す
。

※
令
和
８
年
度
保
険
料
額
の
通
知
は
、
７
月
中
旬 

　

に
送
付
し
ま
す
。

問
　
保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
０
４

　
　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

℡
０
７
３-

４
２
８-

６
６
８
８

　

浄
化
槽
は
適
正
な
管
理
を
し
な
い
と
、
故
障
や

臭
い
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

管
理
者
（
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
ま
た
は

設
置
し
た
方
）
に
は
、
浄
化
槽
法
に
よ
り
維
持

管
理
と
し
て
次
の
３
つ
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
率
等
が
決
定
し
ま
し
た

　
浄
化
槽
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

①
保
守
点
検
（
家
庭
の
場
合
は
年
３
、４
回
）

 

・
機
器
類
の
調
整
、
修
繕

 

・
消
毒
剤
の
補
充
等

 

・
県
の
登
録
を
受
け
た
業
者
へ
依
頼

②
清
掃
（
年
１
回
以
上
）

 

・
汚
泥
の
引
抜

 

・
機
器
類
の
洗
浄

 

・
市
の
許
可
を
受
け
た
業
者
へ
依
頼

③
法
定
検
査

 

・
保
守
点
検
と
清
掃
の
実
施
状
況
を
確
認

 

・
水
質
検
査
に
よ
り
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し 

　

て
い
る
か
を
確
認

 

・
検
査
は
２
種
類
あ
り

　

７
条
検
査
（
使
用
開
始
後
３
か
月
を
経
過
し 

　
　
　
　
　
　

た
日
か
ら
５
か
月
以
内
）

　

11
条
検
査
（
７
条
検
査
後
毎
年
１
回
）

 

・
県
の
指
定
検
査
機
関
へ
依
頼

　

公
益
社
団
法
人　

和
歌
山
県
水
質
保
全

　

セ
ン
タ
ー　

℡
０
７
３-

４
３
２-

６
４
３
３

問　

生
活
環
境
課　

℡
22-

３
５
６
５

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
減
量
し
、
た
い
肥

と
し
て
の
再
資
源
化
が
で
き
る
生
ご
み
処
理
容

器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）・
処
理
機
を
購
入
す
る
方

を
対
象
に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
、
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

補
助
金
額　

購
入
価
格
の
２
分
の
１

　
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
）
で
上
限
あ
り

 

・
生
ご
み
処
理
容
器　

上
限
３
，
０
０
０
円

 

・
生
ご
み
処
理
機　

上
限
２
０
，
０
０
０
円

申
請
期
間　

購
入
日
よ
り
１
年
以
内

※
個
人
売
買
の
品
、
中
古
品
、
転
売
品
は
対
象 

　

外
で
す
。

※
生
ご
み
処
理
機
の
貸
与
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課　

℡
22-

３
５
６
５

生
ご
み
処
理
容
器
・
処
理
機
購
入
費
補
助
金

〜
生
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
！
〜

　

対
象
と
な
る
方
々
に
補
償
金
を
支
給
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
法
に
基
づ
き
、
ハ
ン
セ
ン
病
元

患
者
家
族
の
被
っ
た
精
神
的
苦
痛
を
慰
謝
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
償
金
額　

１
８
０
万
円
ま
た
は
１
３
０
万
円

請
求
期
限　

令
和
11
年
11
月
21
日
（
水
）
ま
で

※
一
部
同
居
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
電
話
で
の
受
付
は
平
日
10
時
～
16
時

問　

厚
生
労
働
省 　

　
　

℡
０
３-

３
５
９
５-

２
２
６
２

日
時　

７
月
26
日
（
日
）
８
時
30
分
～
12
時

対
象　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
を
さ
れ 

　

る
方
、
電
子
証
明
書
の
更
新
の
お
知
ら
せ
が 

　

届
い
た
方

持
ち
物

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
】

①
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

②
通
知
カ
ー
ド

③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

④
本
人
確
認
書
類

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
更
新
等
の
場
合
）

※
②
③
は
お
持
ち
の
方
の
み

【
電
子
証
明
書
の
更
新
】

①
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
通
知
書

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

③
本
人
確
認
書
類（
暗
証
番
号
を
お
忘
れ
の
方
）

※
住
所
変
更
な
ど
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
も 

　

実
施
中
！
申
請
が
ま
だ
の
方
も
ぜ
ひ
ご
利
用 

　

く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課　

℡
22-

３
５
６
１

　
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
ご
家
族
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取
・

更
新
の
た
め
の
休
日
開
庁

　将来にわたって国民健康保険を安心してご利用いただくため、以下の通り保険税を改正します。被保険者の皆様に
はご負担をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
※保険税決定の通知書は、7 月中旬に送付します。
1  国民健康保険税の段階的な引き上げ
　和歌山県では、令和 12 年度から「県内統一」（県内のどの市町村に住んでいても、同じ所得、同じ世帯構成であ
れば同じ保険税とする）を目指しています。市でも、県内統一時に国民健康保険税率が大幅に上昇しないよう、段階
的に保険税率を引き上げます。
2  「子ども・子育て支援金制度」の開始
　児童手当の拡充などに充てることによって、こども・子育て世帯を社会全体で応援する「子ども・子育て支援金制
度」が令和 8 年度より始まり、保険税と合わせてご負担いただくこととなります。

【有田市国民健康保険税率の改正内容】

【軽減判定基準所得】

※ 18 歳以上均等割・・・18 歳未満被保険者については均等割が賦
ふ

課されません。その分については、18 歳以上被保 
　　　　　　　　　　　  険者に 18 歳以上均等割として賦課されます。

※①年金・給与所得者の数・・・ 公的年金所得者（公的年金等の収入が 60 万円を超える 65 歳未満の方、または公的 
　　　　　　　　　　　　　　　年金等の収入が 125 万円を超える 65 歳以上の方）と一定の給与所得者（給与収入 
　　　　　　　　　　　　　　　が 55 万円を超える方）の合計の数
※②被保険者数・・・国保加入者及び特定同一世帯所属者（国保から後期高齢者医療制度に移行し継続して同一の世 
　　　　　　　　　　帯に属する方）の人数

令和8年度　国民健康保険税率について　　　　　　　　　 問　保険年金課　℡ 22-3506均等割額 所得割率 賦課限度額

令和８年度
医療分 58,748 円 10.36％ 850,000 円

子ども分 1,385 円 0.25％ 21,000 円

【参考】　令和７年度 54,428 円 11.04％ 800,000 円

令和 7 年度
( 改正前 )

令和 8年度
(改正後 ) 増加率

医療分

所得割 7.20% 7.80% 0.6%増
均等割 25,200 円 27,600 円 2,400 円増
平等割 24,000 円 24,000 円 変更なし

賦課限度額 660,000 円 670,000 円 10,000 円増

後期高齢者支援金分

所得割 2.40% 2.60% 0.2%増
均等割 8,400 円 9,200 円 800 円増
平等割 7,200 円 7,200 円 変更なし

賦課限度額 260,000 円 260,000 円 変更なし

介護分
(40 〜 64 歳 )

所得割 2.20% 2.40% 0.2%増
均等割 8,400 円 9,200 円 800 円増
平等割 7,200 円 7,200 円 変更なし

賦課限度額 170,000 円 170,000 円 変更なし

子ども・子育て
支援金分

所得割 0.30%

新設
均等割 1,118 円

18 歳以上均等割※ 73 円
平等割 766 円

賦課限度額 30,000 円

軽減割合
令和 7 年度【参考】 令和 8 年度
軽減基準所得金額 軽減基準所得金額

7 割軽減
基礎控除43万円
+10万円×【年金・給与所得者の数(※①)-1】
以下

基礎控除43万円
+10万円×【年金・給与所得者の数(※①)-1】
以下

5 割軽減
基礎控除43万円+30.5万円×被保険者数(※②)
+10万円×【年金・給与所得者の数(※①)-1】
以下

基礎控除43万円+31万円×被保険者数(※②)
+10万円×【年金・給与所得者の数(※①)-1】
以下

2 割軽減
基礎控除43万円+56万円×被保険者数(※②)
+10万円×【年金・給与所得者の数(※①)-1】
以下

基礎控除43万円+57万円×被保険者数(※②)
+10万円×【年金・給与所得者の数(※①)-1】
以下
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先
の
大
戦
に
お
い
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
戦
没

者
・
戦
災
死
者
を
追
悼
し
、
恒
久
平
和
へ
の
願

い
を
込
め
て
記
帳
所
を
設
置
し
ま
す
。

日
時　

７
月
28
日
（
火
）
～
30
日
（
木
）

　
　
　

９
時
～
17
時

場
所　

市
役
所
２
階
玄
関
ロ
ビ
ー

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
記
帳
い
た
だ
け
ま
す
。

問　

福
祉
課　

℡
22-

３
５
２
２

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
、 

　

市
内
の
文
芸
サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
方

部
門　

小
学
生
俳
句
の
部
、小
学
生
短
歌
の
部
、 

　

中
学
生
俳
句
の
部
、
中
学
生
短
歌
の
部
、
一 

　

般
俳
句
の
部
、
一
般
短
歌
の
部

※
未
就
学
児
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

※
高
校
生
以
上
は
一
般
の
部
と
し
ま
す
。

募
集
期
間　

７
月
２
日（
木
）～
11
月
30
日（
月
）ま
で

応
募
要
領

○
小
学
生
、
中
学
生
の
部
は
１
人
１
作
品
。

　

一
般
の
部
は
１
人
２
作
品
以
内
。

　

１
人
に
つ
き
俳
句
と
短
歌
の
そ
れ
ぞ
れ
に
応 

　

募
可
。
両
方
応
募
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
応
募 

　

用
紙
を
作
成
す
る
こ
と
。

○
題
は
自
由
。

○
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
に
限
る
。

○
応
募
は
専
用
の
応
募
用
紙
や
ハ
ガ
キ
等
に
、 

　

応
募
す
る
部
門
・
作
品
・
住
所
・
氏
名
・
電 

　

話
番
号
を
必
ず
記
入
の
う
え
、
事
務
局
ま
で 

　

直
接
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い 

令
和
８
年
度
有
田
市
戦
没
者
戦
災
死
者
追
悼

に
つ
い
て
の
記
帳
所
の
設
置

募

集

　
第
21
回
有
田
市
文
芸
大
会　
作
品
募
集

　

ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

賞　

各
部　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
数
点
、 

　

佳
作
数
点
（
賞
状
と
記
念
品
を
授
与
）

※
二
重
投
稿
、
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
判
明 

　

し
た
場
合
は
、
入
選
、
入
賞
を
取
り
消
す
こ 

　

と
が
あ
り
ま
す
。

・
問　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
曜
休
館
）

　

℡
82-

３
２
２
１　

FAX 

82-

３
３
１
１

　

メ
ー
ル　

bunkafukusi@
city.arida.lg.jp

募
集
種
目　

任
期
制
自
衛
官
、
一 

　

般
曹
候
補
生
、
航
空
学
生
、
防 

　

衛
医
科
大
学
校
（
看
護
科
学
生
、 

　

医
学
科
学
生
）、
防
衛
大
学
校

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
学
生
モ
ニ
タ
ー
募
集
中
！

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深

め
、
若
者
な
ら
で
は
の
視
点
で
広
報
活
動
へ
の

意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　

中
・
高
・
大
学
生
、
専
門 

　

学
校
生
、
予
備
校
生

問　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82-

６
６
３
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

 

・
海
上
保
安
学
校
採
用
試
験
（
高
卒
程
度
）

　

７
月
10
日
（
金
）
～
23
日
（
木
）

 

・
海
上
保
安
大
学
校
採
用
試
験
（
高
卒
程
度
）

　

８
月
20
日
（
木
）
～
９
月
７
日
（
月
）

問　

海
南
海
上
保
安
署

　
　

℡
０
７
３-

４
９
２-

０
１
３
４

　
各
種
目
自
衛
官
の
募
集

日
本
の
海
を
守
ろ
う
！

め
ざ
せ　
海
上
保
安
官
！

留意事項
・小学３年生以下の幼児・児童は、必ず保護者が同伴してください。
・気象警報が発出されている日、荒天が予想される日は閉鎖します。
・ビーチボール、水中メガネ（競技用２眼のものは除く）、スノーケル、フィン等の使用は禁止です。
・サンオイル、整髪料等を塗って入水しないでください。
・貴重品は持ち込まないでください（盗難被害については、一切責任を負いません）。
・施設内の飲食、喫煙、写真やビデオの撮影等はご遠慮ください。
・プール監視員の指示に従ってください。

場所　男浦水泳場（宮崎町 2497-1）…　　　　　港小学校プール（港町 261）…
開場時間　どちらも 12 時～ 17 時

今年も地ノ島の海水浴渡船料の割引を実施します♪
期間　７月 18日（土）～８月 23日（日）
広報ありだ 7 月号のこのページの割引券を切り
取ってお使いください！
※キャンプ場での利用は対象外です。
※割引券はコピー不可です。

大人 (中学生以上) 2,000 円 → 　1,500 円！！
小人 (小学生) 　　 1,000 円 → 　　500 円！！
※幼児は 300 円

問　産業振興課　℡ 22-3624

　市制施行 70 周年を記念して、市内にある多く
の文化財の中から、「意外な文化財」をテーマに
企画展を開催します。身の回りにあふれている有
田の魅力を紹介します。
展示期間　７月４日（土）～９月６日（日）
場所　　　郷土資料館　第 2 展示室
開館時間　９時 30 分～ 17 時
　　　　　（最終入館 16 時 30 分）
■ギャラリートーク　※申込み不要
内容　展示担当学芸員による展示解説
日時　①７月 11 日（土）13 時 30 分～
　　　②８月 22 日（土）13 時 30 分～
講師　担当学芸員
・問　文化福祉センター

　　　　℡ 82-3221（水曜休館）

夏だ！地ノ島へ行こう‼夏だ！地ノ島へ行こう‼

■
認
知
症
予
防
教
室
「
い
こ
ら
会
」

　

市
立
病
院
で
は
、
奇
数
月
の
第
３
水
曜
日

に
「
い
こ
ら
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
７

月
の
「
い
こ
ら
会
」
で
は
、
音
楽
療
法
を
取

り
入
れ
ま
す
。
認
知
症
の
有
無
や
年
齢
に
関

わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

日
時　

７
月
15
日
（
水
）
14
時
30
分
～

場
所　

市
立
病
院　

４
階　

会
議
室

※
音
楽
療
法
と
は
、
音
楽
の
リ
ズ
ム
や
メ
ロ 

　

デ
ィ
ー
を
使
っ
て
、
心
と
身
体
の
健
康
を 

　

サ
ポ
ー
ト
す
る
療
法
で
す
。
な
つ
か
し
い 

　

音
楽
で
楽
し
い
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
、
リ 

　

ラ
ッ
ク
ス
効
果
や
脳
の
活
性
化
な
ど
が
期 

　

待
さ
れ
る
ほ
か
、
認
知
症
の
進
行
抑
制
や 

　

フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
！

■
「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
の 

　

お
知
ら
せ

　

市
立
病
院
の
「
も
の
忘
れ
外
来
」
は
、
初

診
当
日
に
画
像
検
査
と
血
液
検
査
を
実
施
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
で

き
る
限
り
そ
の
日
の
う
ち
に
医
師
の
見
立

て
（
診
断
）
を
お
伝
え
し
、
今
後
の
治
療
や

対
応
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
認
知
症
の
方
と
ご
家
族
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
認

知
症
に
関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
要
予
約

担
当
医　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学

　

神
経
精
神
医
学
教
室　

紀き

本も
と　

創そ
う

兵へ
い　

教
授

問　

市
立
病
院　

℡
82-

２
１
５
１

 Hospital Topics  ～有田市立病院～

市制施行 70 周年記念
おれたちだって、まけちゃいないっ！

 ー有田の未指定文化財ー

期間　R8.7.18 〜 8.23
大人 (中学生以上 )
1,500 円 1名様
地ノ島海水浴渡船料割引券

期間　R8.7.18 〜 8.23
大人 (中学生以上 )
1,500 円 1名様
地ノ島海水浴渡船料割引券

期間　R8.7.18 〜 8.23
小人 (小学生 )
500 円 1名様
地ノ島海水浴渡船料割引券

期間　R8.7.18 〜 8.23
小人 (小学生 )
500 円 1名様
地ノ島海水浴渡船料割引券

あそびに
きてね！

市内水泳場の開場日のお知らせ　　　　　　　　　　　　 問　生涯学習課　℡22-3765

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

7 月7 月 8 月8 月
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こども
スマイル 月生まれ7
元気いっぱいのお

子さんを紹介しま
す！

西
さい

條
じょう

 杏
あん

 ちゃん
（1 歳）

1 歳おめでとう
��

いつも笑顔で可愛い杏ちゃん☺
よく笑って食べて遊んでこれから
もすくすく大きくなぁれ♫

森
もり

澤
さわ

 瑠
る

杏
あ

 ちゃん
（2 歳）

誕生日おめでとう
��

できることが増えてきてみんなを
笑わせてくれてありがとう

☺

毎日の成長がたのしみ
��

山
やま

﨑
さき

 望
のぞ

未
み

 ちゃん
（5 歳）

のんちゃんお誕生日おめでとう！
保育所にも慣れてきて毎日の出来
事を、お話してくれるのが楽しみ
だよ
��

児
こ

嶋
じま

 結
ゆ

之
の

 ちゃん
（4 歳）

ゆのくんお誕生日おめでとう
❣

愛嬌 100 点で愉快なゆのくんが
大好き！
4 歳も全力で遊びまくろうね！

中
なか

井
い

 心
ここ

望
み

 ちゃん
（6 歳）

お誕生日おめでとう
��

いつも笑いをありがとう！
残りの保育所生活も笑顔いっぱい
楽しんでね

��

だいすき
������

5/14（木）

宮原町須谷の堤防沿いにて、地元の「向日葵応援隊」と

宮原小学校4年生31人がひまわりの種を植えました。これ

は日根 藤六氏の功績と「7.18水害」の記憶を未来へつな

ぐための活動で、児童の岸
きし

浦
うら

 威
い

風
ふう

さんは「藤六さんが大き

なことをやりとげたと知った。たくさんの人にひまわりを

見てもらいたい」と真剣なまなざし。応援隊の的
まと

場
ば

 秀
ひで

行
ゆき

会

長は「堤防の重要性と災害に備えることの大切さを感じる

きっかけになれば」と思いを語ってくれました。

守り継ぐ、日
ひ

根
ね

 藤
とう

六
ろく

の思い

5/30（土）、31（日）

「浜のうたせ」で、日ごろの感謝を込めた6周年祭
が開催されました。当日は好天に恵まれ、市内外から
訪れた家族連れでにぎわいました。小学生以下を対象
とした「お魚すくい」コーナーでは、魚を懸命に追い
かけ、見事捕まえたこどもたちの歓声が響きました。

また、魚の重量当てクイズでは、湯浅町から訪れた
5歳の女の子が1位に輝きました。賞品として約3㎏の
新鮮なサワラが贈られ、「塩焼きにして夕飯に」とご
家族も笑顔。大盛況の2日間となりました。

笑顔あふれる6周年祭

大
おお

植
うえ

 ちなつ ちゃん
（3 歳）

歌もダンスも大好きなちなつちゃ
んお誕生日おめでとう！
今年初めての発表会、楽しみだ
ね！！

梅
うめ

本
もと

 寅
たい

雅
が

 ちゃん
（4 歳）

たいちゃんお誕生日おめでとう
��

お兄ちゃんと仲良く元気に
大きく育ってね

��

誕生日おめでとう
��

兄妹みたいに仲良く、
いっぱい遊んでね！
じいじ、ばぁばより

坂
さか

本
もと

 陽
はる

葉
は

 ちゃん（2 歳）

狗
いぬ

巻
まき

 周
しゅう

杜
と

 ちゃん（3 歳）

9月生まれのお子さん（就学前）募集中!氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセージ（50字以内）を添えて
お申込みください。※応募多数の場合は抽選　※宛先は裏表紙参照
申込方法/郵便・メール・持込　　締切/7月末日　　　　　　　　　　　　　こちらからも申込みできます! →

有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics

市民会館　℡82-2626

有田市図書館　℡ 82-3220

★人形劇「パンどろぼう」★映画会「父と僕の終わらない歌」

日　　時　8 月16 日（日）
　　　　　13 時 30 分開場／ 14 時開演（約 90 分 )
チケット販売中！※なくなり次第終了　※途中休憩有

【全席指定】　おとな　前売 1,000 円（当日 1,300 円）
　　　　　　こども(中学生以下)　前売500円（当日800円）
　※３歳未満は膝上に限り鑑賞無料。ただし、お席が必要な 
　　 場合はお買い求めください。
販売場所　市民会館、イープラス（https://eplus.jp/）
協　　賛　トーヨーカネツ株式会社

日　　時　10 月 3 日（土）
　　　　　13時30分開場／14時開演（約100分）
整 理 券　7月24日（金）配布開始（お1人様2枚まで）
　※予定枚数に達し次第終了
　※全席自由席　※入場無料（要整理券）
　※字幕付き
配布場所　市民会館、高齢介護課
　※インターネットからも整理券の申込みができます。

日　時　7 月 24 日（金）14 時〜
場　所　市民会館 1 階　市民ギャラリー
内　容　こども司書と一緒に、大人向けの読み聞かせなど
定　員　30 名程度

日　時　8 月 1 日（土）13 時 30 分〜
場　所　市民会館１階　第１会議室
対　象　小学生　１・2 年生は保護者同伴
定　員　10 名
材料費　300 円
申込み　7 月 18 日（土）9 時 30 分〜 31 日（金）20 時まで

★大人向けイベント
「こども司書といっしょ大人のための夏のおはなし会」（大人向け）

★ダグラスの夏休み工作　スノードームをつくろう！

PICK UP

「いろいろ色のはじまり」
田
た

中
なか

 陵
りょう

二
じ

/ 著　福音館書店
鉱物を愛する化学者の著者が、自然の中から集
めたモノで色をつくりながら、色の歴史と化学
のあゆみを案内する摩

ま

訶
か

不思議な色のお話。

申込みはこちらから→

まちのパンやから サササッと とびだす ひとつのかげ。
パンが パンをかついで にげていきます。
「おれは パンどろぼう。おいしいパンを さがしもとめる おおどろぼうさ」
パンに包まれた、その正体とは――!?
お茶目で憎めないパンどろぼうが、今日も事件
をまきおこす！

←このマークがついているものは有田市子育てスマイルチケット対応。自主事業イベントのお支払いにご利用いただけます。

詳しくはこちら▶▶

◆もりのかみしばい屋さん（こども向け）
　7/18（土）10 時 30 分〜、14 時〜

◆こどもえいがかい（こども向け）
　7/19（日）13 時 30 分〜
　映画「ぷしゅほっぺにゅうワールド」（約 50 分）
　※定員 60 名程度

◆こども司書講座
　7/23（木）、24日（金）、13時30分〜15時30分
　※対象　市内小学校に通う5・6 年生で、2日間とも参加できる方
　※定員６名（定員になり次第締切）
　※申込み受付中

◆朗読ボランティア「ささやき」　おはなし会（こども向け）
　7/25（土）10 時 30 分〜

◆ ALTとえいごでおはなし会　（こども向け）
　7/30（木）14 時〜

◆アリッサのおはなしかい（乳幼児～就園前くらい）
　8/6（木）10 時 30 分〜

◆あかちゃんタイム（毎週木曜日）
　７/16、23、30、８/６　9 時 30 分〜 12 時

図書館のイベント

7月の図書館休館日
毎週火曜日、7 月 31 日（金）

★新着図書紹介

©Keiko Shibata ／ KADOKAWA©2025「父と僕の終わらない歌」製作委員会

10◯  ＡＲＩＤＡ　2026 . 7



広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

広
報
あ
り
だ
7
月
号
　
2026

年
7
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
有
田
市
経
営
企
画
課

Em
ail	

joho@
city.arida.lg.jp

U
RL	

https://w
w
w
.city.arida.lg.jp/

より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を経営企画課へお寄せください。

〒
649-0392　

和
歌
山
県
有
田
市
箕
島
50

tel 0737-83-1111　
fax 0737-82-1725

想いをつなぐ　
持続可能な未来へ

この広報紙は地球環境保護のために、
植物油インキを使用しています。

　本格的な夏の到来です。みかん畑では農家の皆様
が炎天下で摘果に汗を流し、海では漁師の皆様が夜
明け前から船を出し、太刀魚をはじめとする恵み
を食卓へ届けてくれます。山も海も、いまの営み
が明日の実りをつくる、そんな、汗の輝く季節です。
　明日の実りを願う思いは、私も同じです。６月は、
市議会６月定例会をはじめ、国・県への要望活動
や全国市長会議と、有田市の未来に向けて奔走い
たしました。
　主たる要望は、国土交通省及び財務省に赴いた

「国道 42 号有田海南道路」の早期全線開通です。こ
の道路は、災害時に市民の命を守る「命の道」で
あり、観光や経済、そして物流を支える「産業の道」
でもあります。
　その先には、大きな挑戦があります。ENEOS 和
歌山製造所跡地への企業誘致です。同製造所では、
SAF( 持続可能な航空燃料 ) をはじめとする「未来
環境供給基地」への歩みが進んでいます。
　さらに、政府が進める「地域未来戦略」は、地方
に新産業を生む国家プロジェクトです。また、本市

は経済産業省の「GX( グリーントランスフォーメー
ション ) 戦略地域制度」の有望地域に選ばれており、
本選定への正念場を迎えています。
　ここで鍵を握るのが、国道 42 号有田海南道路です。
企業の進出には、人とモノが滞りなく動く道が欠か
せません。道路が整えば誘致が進み、誘致が進め
ば道路の整備も後押しされる。道路と産業は、互
いに支え合う “ 一本の道 ” なのです。
　市民の皆様が地元で安心して働き、暮らせる未
来へ。この好機を逃すまいと、必要な予算の確保
に向け、国や県と緊密に連携し、一丸となって全
力で取り組んでまいります。
　この挑戦は、行政だけで成し遂げられるもので
はありません。皆様が有田市の未来を信じ、その
魅力を語り合ってくださること。それこそが、何
よりの後押しとなります。共に、新たな未来へ歩
んでまいりましょう。
　引き続き、変わらぬご理解とご協力を、心より
お願い申し上げます。

有田市長　玉木　久登

未来へ続く、一本の道

問　生涯学習課　℡ 22-3761

　全国から寄せられた応募総数は 475 作品。北海道
から沖縄まで、多くの方々に施設への期待を寄せて
いただきありがとうございました。
　この愛称を考案されたのは、宮原町新町にお住ま
いの岩

いわ

﨑
さき

 由
ゆう

樹
き

さん。

「宮原（M）から（from）未来（Mi）へ」
　かつてこどもたちの学び舎として親しまれたこの
場所が、有田市の新しい交流拠点として、未来へ向
かって輝き続けてほしい。そんな思いが、ぎゅっと
込められています。

◆コミュニティセンター、体育館は、今年10月供用開始予定。
　認定こども園は、令和９年４月開園予定です。

「宮原小学校跡地複合公共施設」の愛称が「「宮原小学校跡地複合公共施設」の愛称が「MM
み ふ ろ むみ ふ ろ む

ifroMifroM」に決まりました！」に決まりました！
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